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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では地域がん登録を用いて検診発見がん、中間期がん、一般の外来発見がんの網羅的な
予後調査を行い、乳癌死亡率の低下を含めた検診の有効性の評価を行った。発見がんの進行度
を比較するとマンモグラフィ検診発見がん、マンモグラフィ中間期がん、視触診検診発見がん、
外来発見乳がんの順番で早期がん比率が高く、マンモグラフィ検診の有効性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In order to assess the accuracy of mammography screening, we investigate the clinical stage and 

mortality of breast cancer using a population-based cancer registry as four groups, screening detected 

group, interval cancer of mammography screening group, clinical breast examination detected group, 

and self detected group, respectively. Mammography detected group shows the lowest mortality among 

four groups, and screening detected group was the second. Usefulness of mammography screening was 

confirmed in this study 
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交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2009 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

2010 年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

2011 年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度    

  年度    

総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

 

 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：社会医学／公衆衛生学・健康科学 

キーワード：乳がん検診、地域がん登録、マンモグラフィ、視触診、生存率 
 
 

１．研究開始当初の背景 

 上昇する乳癌死亡率を減少させるには、マ

ンモグラフィ検診の充実は必須である。しか

し、読影精度は個人の力量に大きく依存し、

特に中間期癌として発見されるがんは所見

の判断が困難な症例が多く、一般検診医では

充分な精度を維持できない可能性が高い。一

般の検診医でも十分な精度の保証が出来る

検診システム構築に向けた研究が必要であ

る。 
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２．研究の目的 

 検診発見がん、中間期がん、外来発見癌の

予後調査を行い、理想的な検診システムの構

築へ向けた基盤整備を行うことを目的とす

る。 

 

３．研究の方法 

 本研究では地域がん登録を用いて検診発

見がん、中間期がん、一般の外来発見がんの

網羅的な予後調査を行い、乳癌死亡率の低下

を含めた検診の有効性の評価を行った。 

 

４．研究成果 

1995 年 4 月 1 日から 2002 年 12 月 31 日まで

に宮城県対がん協会にて乳がん検診を受診

した 126,537 人（のべ 358,242 人）の受診者

名簿を宮城県地域がん登録と照合し、検診受

診から二年以内に初発乳がんと診断された

996 症例を抽出し、さらに視触診単独群、マ

ンモグラフィ併用群に分けて検討した。結果、

視触診単独群の検診発見がんが332 例、視触

診単独群の中間期がんが 215 例、マンモグラ

フィ併用群の検診発見がんが 366 例、マンモ

グラフィ併用群の中間期がんが 83 例である

ことを確認した。また、同時期に検診以外で

診断された乳がん症例は 3,047 例であった。

これらの乳がん症例を 2007 年 12 月 31 日ま

で追跡調査して生存の有無を確認、平均追跡

率 98.9%、観察期間中央値97.4 カ月における

乳がん死亡例は、視触診単独群の検診発見が

んでは 26 例、視触診単独群の中間期がんで

は 31 例、マンモグラフィ併用群の検診発見

がんでは 9例、マンモグラフィ併用群の中間

期がんでは 9例であった。これらの結果をも

と に 各 モ ダ リ テ ィ 別 の 生 存 率 を

Kaplan-meier 法による分析を行ったところ、

5 年生存率は視触診検診群で 92.7%、マンモ

グラフィ検診群で 96.8%、検診以外の診断例

群で 86.6%であり、Log-rank 検定にて各群間

に統計学的に有意差を認めた。すなわち、中

間期がんを含めた検討においても、マンモグ

ラフィ検診群の生存率は視触診検診群、自己

発見群に比較して良好であり、マンモグラフ

ィ検診の有効性を示唆する結果となった。 
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